
＜ 冬の校庭で、生き物たちの冬ごしのくふうを観察しよう ③種子散布 ＞

１月 23日、牛久二小 4年生との校庭の生き物観察。今回は、種子散布。自然の種まきのお話です。
しゅ し さん ぷ たね

一年で全体が枯れて死んでしまう草もあ
か

れば、冬でも芽が生きていて春に伸びてく
め の

る植物もありますが、どちらも次の世代を
せ だい

残すために種子を作ります。どれもが親と
しゅ し

同じ場所に落ちると光や養分をめぐって
ようぶん

競争になってしまいますから、少しでもは
きょうそう

なれた場所にまかれるようにそれぞれくふ

うが見られます。

まずは、ひっつき虫。イヌやネコなど動

物の毛皮にひっついて運ばれるタネです。

ビオトープ周辺では、コセンダングサや

ヒカゲイノコズチが見られました。虫め

がねで見ると、毛皮や服などにひっつきやす

いように、タネにフックが付いています。た

だし、つきっぱなしではタネはまかれること

なく終わってしまいますから、別の場所では

ずれるようになる必要がありますね。

次に、鳥が食べて運ばれ、糞といっしょに落とされて芽生える
ふん め ば

タネたち。ビオトープ周辺ではマンリョウやアオキ、フェン

スぞいにはタラヨウやトウネズミモチ、校舎とグランドの間
こうしゃ

にはクチナシやシャリンバイ、ニシキギが見られました。鳥に

目だつように、鮮やかな赤い色の実が
あざ

多いです。トウネズミモチやシャリン

バイの実は黒くて目だたないように見

えますが、人には見えず鳥には見える

紫外線を反射しているのだそうです。
し がいせん はんしゃ

うまくできていますね。クチナシは、

鳥につつかれてボロボロになっている

実も多く見られました。

牛久：学校周辺に見る自然
2019 年２月 23 日発行

フックで動物の毛皮などにひっついてタネが

運ばれる、コセンダングサ（上）とヒカゲイ

ノコズチ（下2枚）。

鳥が食べてタネが運ばれるマンリョウ

（左）とヘクソカズラ（右）。



最後に、風に乗って運ばれるタネた

ち。タンポポなどは綿毛が発達してい
わた げ

て、これでフワフワと風に乗って飛んで

いきます。またアキニレやクロマツ、

アオギリなどは翼があって、クルクル
つばさ

回るなどして滞空時間をかせぎ、より遠
たいくう じ かん

くへと飛ばされていきます。その他、川

の流れに乗って運ばれるものや、自分で

種子をはじき飛ばすしくみをもったもの
しゅ し

もあります。いろいろ見つけてみましょ

う。 【理科支援員：宮内】

鳥が食べてタネが運ばれるタラヨウ（左上）とアオキ（右上）、クチナシ（左下）、トウネズミモチ（右下）。

綿毛で風にタネが運ばれるセイヨウタンポポ（上）と、 翼 で風に運ばれるアキニレ（下左）、アオギリ（下右）。
わた げ つばさ


